
■日漢協トピックス 

第18回市民公開漢方セミナー 開催 
2015年10月26日（月）文京シビックホール 小ホールにて、 
日漢協主催の市民公開漢方セミナーを開催した。 
 
18回を迎える今回は 
伊藤隆先生（東京女子医科大学 東洋医学研究所 教授）を 
講師として招き、有効座席数356席数中353名が参加するという、 
かつてない聴講者数となり大盛況であった。 
 
                        
 
 
 
 
                           伊藤先生は、「漢方の得意な病気」と題して、 
                           気・血の考え方を中心に、 
                           気虚・血虚を補う治療そして 
                           血流（瘀血）を改善することでよくなる病気などについて説明した。 
                            
                           具体的に症例を取り上げ、 
                           舌診の写真を挿入するなど症状を細かく示し、 
                           実際の治療に使用した方剤、 
                           そして治療結果までわかりやすく説明する内容であった。 
 



 
 
 
微小循環改善効果の説明では 
“眼球結膜微小循環観察ビデオ顕微鏡システム”を 
操作する若かりし頃の伊藤先生の研究風景も動画で紹介された。 
「西洋医学の土台の上でこそ、東洋医学が力を発揮する」という考えのもと、 
時代に先駆けた幅広い医療ニーズに応えて 
診療を実践してきた伊藤先生の活動の一端が見られた。 
 
今回初めて、聴覚に障がいを持たれる方が参加されたため、 
随行した2名の手話通訳者の配置を考慮し、 
講演を聴講していただくという対応をした。 
 
また、受付の横に一般用漢方製剤と生薬製剤のパッケージを展示し、 
参加者に日漢協加盟会社の製品に親しんでいただくという、新たな試みも実施した。 
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